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李らは、DIHS の皮膚病変部に浸潤する CD4+細胞における CD134 発現、重症度との関連性を

検討し、DIHS の病態形成における HHV-6 再活性化の意義を明らかにすることを目的に研究を

行った。1999 年 1 月〜2020 年 1 月に本学皮膚科学講座で生検された皮膚検体（DIHS 22 症例、

多形紅斑(EM) 11 症例）を対象とし、免疫組織化学染色、蛍光抗体二重染色法を施行。陽性細

胞比率を定量化し、統計学的な解析を行った。 

結果、EM に比較して DIHS 症例で真皮内に CD134+ 細胞が多く発現している事や、DIHS 患

者における CD134+ CD4 T 細胞発現率 (36.8% [61.8, 17.7]) は、EM 患者(7.9% [13.4, 

3.9]; p=0.0083) よりも高く、DIHS/DRESS 重症度スコアと CD134+ CD4 T 細胞発現率の間に

も相関があることが示された (p=0.0272)。重症度スコア 4 未満の軽度または中等度群は、重

症度スコア 4 以上の重度群 (59.9% [112.4, 41.6]; p=0.0035) よりも CD134+ CD4 T 細胞発

現が低く (22.4% [31.9, 6.2])、DIHS 群では、HHV-6 の再活性化を示した患者は、非再活性化

患者より CD134+ CD4 T 細胞発現率が高かったが統計学的な有意差は示されなかった(47.0% 

[79.1, 23.7])。以上より DIHS 群での CD134+CD4 T 細胞発現率は有意に高く、重症度スコア

との正の相関関係が示された。よって、皮膚病変部の CD4+細胞における HHV-6 受容体陽性細

胞比率の増加は、DIHS における HHV-6 感染の感受性が高まっている事が示唆された。 

 

本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 
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